中小規模の医療施設向けサーベイランス手順書案2009.7.10改訂4版

「MDRPサーベイランス」

MDRP(多剤耐性緑膿菌)サーベイランス
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Ⅱ.報告書例
○○病棟　看護師長
○○様
2008年9月5日

感染管理担当　○○○○

MDRP(多剤耐性緑膿菌)サーベイランス報告

　貴病棟の8月のMDRP(多剤耐性緑膿菌)サーベイランス結果をご報告します。
　今年4月以降、MDRP持ち込み患者が続いて確認されています。MDRPは、いずれも尿道留置カテーテルを使用している患者の尿検体から検出されています。現在までに施設内発生や施設内伝播が疑われる事例は確認されておりませんが、尿道留置カテーテル使用患者が多い貴病棟においては、十分な注意が必要です。MDRP患者への接触感染対策（病室隔離、手指衛生、個人防護具の着用など）、他患者への標準予防策の遵守状況などを今一度御確認下さい。また、蓄尿バックからの尿の回収手技が、他施設で発生したアウトブレイク事例に共通する感染経路として報告されています。尿の回収手技の前後に実施する手指衛生、手袋、ガウンの交換等を徹底して下さい。
　ご不明な点がありましたら、○○（内線○○）までご連絡ください。
[image: image1.emf]0

1

2

3

4

5

6

2007年9月 2007年10月 2007年11月 2007年12月 2008年1月 2008年2月 2008年3月 2008年4月 2008年5月 2008年6月 2008年7月 2008年8月

施設内発生件数

持ち込み件数

件数


図　2007年9月～2008年8月の○○病棟における
MDRP施設内発生件数、持ち込み件数の推移
Ⅲ.ワークシート例
　MDRP(多剤耐性緑膿菌)検出患者
ID　　　　　　　　氏名　　　　　　　　病棟名　　　　　　　　

入院日　　　　　　　　　　　　　
検体提出日　　　　　　　　　　　
検体名　　　　　　　　　　　　　　下記より選択
喀出痰　気管内採痰　気管支洗浄液　咽頭粘液　鼻腔内　口腔内　生検材料(肺)　その他(呼吸器)
自然排尿　採尿カテ－テル尿　留置カテ－テル尿　尿道分泌物　膣分泌物

カテーテル尿（採尿、留置カテの区別不能）　その他(泌尿・生殖)
糞便　胃・十二指腸液　胆汁　生検材料(消化管)　その他(消化管)
静脈血　動脈血　髄液　胸水　腹水　関節液　骨髄液　心嚢水　その他(穿刺液)
耳分泌物 眼分泌物 皮膚 褥創 羊水 開放性膿 閉鎖性膿 創部 CAPD(持続腹膜透析)排液

中心静脈カテ－テル先端 カテ－テル刺入部 その他のカテ－テル 胸腔ドレ－ン排液 胸腔ドレ－ン先端

腹腔ドレ－ン排液 腹腔ドレ－ン先端 ドレ－ン刺入部 その他のドレ－ン 生検材料(リンパ節) 

その他の生検・手術材料 その他の材料（　　　　　）



月初めから月末まで実施場所の患者で、


MDRPの検出件数を数える





複数の病棟や部門？





その病棟や部門の微生物検査結果を確認





選んだ病棟や部門ごとの微生物検査結果を確認





はい





いいえ





いいえ





はい





一つの病棟や部門？





選ぶ基準は、「重症患者が多い」、「易感染患者が多い」、「抗菌薬の長期使用患者が多い」、「抗菌薬の使用頻度が高い」など





施設全体の微生物検査結果を確認





3.　実施場所を選びデータを収集する





はい





MDRPの診断定義


を充たす？





検体採取は入院後48時間以内である


または、持込と判断できる


明確な理由がある





いいえ





はい





4.　MDRP検出患者データを収集する








いいえ





MDRP非検出





はい





MDRPの診断定義は、


前項の「2.MDRPの判定を行う」を参照











持込と判断





いいえ





5.　サーベイランス実施場所の職員に、MDRP施設内発生件数とMDRP持込件数を報告する。





微生物検査室または外部委託業者から報告された薬剤感受性試験結果を確認し、以下の3つの基準全てにあてはまる（3系統の薬剤に耐性を示す）緑膿菌であるかを判断する


カルバペネム（IPM/CS、MEPM）の何れかの薬剤感受性試験結果が“R(耐性)”である。


アミノグリコシドの薬剤感受性試験結果が液体微量希釈法で“S(感性)”以外、又はディスク拡散法で“R(耐性)”である。


フルオロキノロン（NFLX、OFLX、LVFX、CPFX、LFLX、GFLX）の何れかの薬剤感受性試験結果が“R(耐性)”である。


 <薬剤感受性判定方法>


　　・アミカシン(AMK)のMICが32μｇ/ml以上または感受性ディスクの阻止円が14mm以下


・イミペネム(IPM)のMICが16μｇ/ml以上または感受性ディスクの阻止円が13mm以下


・シプロフロキサシン(CPFX)のMICが4μｇ/ml以上または感受性ディスクの阻止円が15mm以下





培養検査で緑膿菌が検出された場合、薬剤感受性試験を外部業者に依頼する





いいえ





薬剤感受性試験を


施設内で実施することは可能？





はい





緑膿菌が検出された場合には、薬剤感受性試験を実施して結果を報告するよう、検査を委託している業者に依頼する





いいえ





微生物検査室は


施設内で実施？





1.　微生物検査情報を入手する





はい





MDRPの診断に必要な薬剤感受性情報を入手する





はい





緑膿菌検出？














施設内発生と判断





検出された緑膿菌に、薬剤感受性試験を実施する





2.　MDRPの判定を行う





微生物検査室または外部委託業者から報告された薬剤感受性試験結果を確認し、以下の3つの基準全てにあてはまる（3系統の薬剤に耐性を示す）緑膿菌であるかを判断する


カルバペネム（IPM/CS、MEPM）の何れかの薬剤感受性試験結果が“R(耐性)”である。


アミノグリコシドの薬剤感受性試験結果が液体微量希釈法で“S(感性)”以外、又はディスク拡散法で“R(耐性)”である。


フルオロキノロン（NFLX、OFLX、LVFX、CPFX、LFLX、GFLX）の何れかの薬剤感受性試験結果が“R(耐性)”である。


 <薬剤感受性判定方法>


　　・アミカシン(AMK)のMICが32μｇ/ml以上または感受性ディスクの阻止円が14mm以下


・イミペネム(IPM)のMICが16μｇ/ml以上または感受性ディスクの阻止円が13mm以下


・シプロフロキサシン(CPFX)のMICが4μｇ/ml以上または感受性ディスクの阻止円が15mm以下


























MDRPと判断する





はい














MDRP非検出





いいえ





3つの基準全てにあてはまる？








対象外





それぞれの項目について、月初めから月末までのMDRP検出件数を合計する。


1名の患者から複数の検体が採取され、それぞれにMDRPが検出された場合も1件とカウントする。
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